How does the mindfulness exposure affect the cognition of a body silhouette? ～The differential effect based on body image dissatisfaction～ by 杉山 風輝子
－ 96 －
人間科学研究　Vol. 26,Supplement（2013）
修士論文要旨
問題と目的
　「身体像の障害」は、DSM-Ⅳ（APA,1994）において摂
食障害（Eating disorder： ED）の診断の共通項目とされ、
EDを発症・維持させる要因のひとつとされている。身体像
の障害は、身体像不満足感（Body image dissatisfaction：
BID）などの感情的側面と、身体像の歪みなどの認知的側
面が多く研究されている（Garner et al.,1981）。また、ED
患者の特徴的な行動的側面の一つに、自分の身体を鏡で確
認する行動を含む不適応なボディチェッキング行動がある
（Shafran et al.,2004）。BID、不適応なボディチェッキン
グを行う認知、ED傾向との間にはそれぞれ関連性がある
が、BIDとボディチェッキングを行う認知はED傾向とは独
立に関連性があることが確認された。また、BIDが高い人
はそうでない人に比べて、普段ネガティブな感情を抱く身
体部位を回避し見ない傾向があることで、身体像の歪みを
生じ、BIDがさらに高まっている可能性がある（杉山ら,
2010）。身体像の障害を改善するための介入として、鏡で頭
からつま先まで順番に、評価をせず全身を見る治療方法
（Rosen, 1997）である鏡エクスポージャー（Mirror 
Exposure： ME）が用いられており、十分な効果を有する
ことが報告されている（Key,2002；Wilson,2006）。し
かしながら、その効果の作用機序は明らかとは言い難い。
MEを通して身体像がどのように変化するのか、MEのどの
ような手続きが、身体像の障害のうちのどういった側面に
対して有効であるのかということが詳細に把握されていな
い。そこで、本研究では、二つの研究によりME実施前後
で身体シルエットの知覚にどのような変化があるのかを調
べ、より効果的なMEの開発を目指す。
方法
実験参加者：私立大学の女子大学生（研究１：16名、研究
２：29名）を対象とした。
指標：１．Eating Attitude Test-26日本語版（EAT-26；
馬場・坪井,1997）２．身体像不満足感測定尺度（BID測
定尺度；山蔦・野村,2007）３．シルエット課題：身体シ
ルエットの認知を測定する課題。４．評定表：ME実施し
ている間の考えや気分を尋ねる評定表。５．研究２のみ：
体型や食事に対する信念測定尺度（BSDS；松本ら,2002）。
手続き：１．健康アンケート、BID測定尺度、EAT-26への
回答。２．シルエット課題作成のため、参加者の背面写真
を撮影。３．シルエット課題preの実施。４．研究１：ME
の目的を説明し、全身を等間隔に見ることと、なるべく評
価をしないことを教示。研究２：マインドフルネスな状態
についての説明を行い、エクササイズを用いて体験的に理
解してもらう。５．研究１：指示に従ってMEの実施。研
究２：指示に従ってマインドフルネスなMEの実施。６．シ
ルエット課題postの実施。質問紙と評定表への回答。
結果と考察
【研究１】BID測定尺度の得点より群分けを行い、実像との
誤差を従属変数とした分散分析を行ったところ、有意な結
果は示されなかった。そこで、EAT-26の得点より群分け
を行い実像との誤差を従属変数とした分散分析を行ったと
ころ、交互作用が有意（F（1,14）=11.39,p<.05）であった。
【研究２】BID測定尺度の得点より群分けを行い、実像との
誤差を従属変数とした分散分析を行ったところ、交互作用
が有意（F（1,17）=6.151,p<.05）であったが、仮説とは逆
の結果であった。また、ネガティブな気分の度合を従属変
数、研究１、研究２と時期を独立変数とする分散分析を行っ
たところ、交互作用が有意（F（1,43）=5.181,p<.05）であっ
た。そこで、BID測定尺度を共変量とした共分散分析を行っ
たところ、preに有意差は示されず、postに有意差が示さ
れた。研究１ではED傾向が高い者に対して、MEは身体像
の歪みを修正する効果がある可能性が示された。また研究
２でも同様に、マインドフルネスなMEは現実の身体像と
のズレが大きい者に対してズレを小さくする効果がある可
能性が示された。研究１と比較した際には、嫌いな身体部
位に暴露することに対する抵抗感が小さい傾向が示され、
EDの治療に活用しやすいと考えられる。しかしながら、研
究１と研究２とで採取したデータの等質性を確保できな
かったため、BIDと身体像の歪みとMEの効果に対する一
貫した結果を得られなかった。今後、データ数を増やすな
ど、偏りのないデータを採取することで再度検討する必要
がある。
マインドフルネスな鏡エクスポージャーが身体シルエットの認知に及ぼす影響
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